
 

 

 

家庭教育プログラム 

実践ノート 

親セミナー 

 
         家庭教会 名前           



            ＜家庭教育プログラムの進め方＞ 

 
（一）「親セミナー」について 
 「親セミナー」10 項目を通して、親が子女と向き合う姿勢を学習・実践して子女を祝福

へと導いていきます。 
 子女を祝福へ向かわせたい親の学習・実践教育の場ですが、良き親を目指して、学習し

たい方はどなたでも参加可能です。 
 基本的に「親セミナー」10 項目をすべて学習・実践していきますが、「親子セミナー」

参加前までに、講座①②④⑩は必ず学習・実践して子女と向き合いましょう。 
 学習は一度に何項目でもいいでしょう。実践は、学習した項目につき 1 つは必ず実践し

てみましょう。 
 実践は、1 週間以上は継続するように努力しましょう。 
 チェック表で進展状況を確認しながら進めます。 
 親セミナーのすべての学習・実践が終了したら、責任者（家庭教育部長、家庭部長また

はそれに準ずる人）から認証のサインを受けます。 
 教会など公的な場所や、各自の家庭などで学習して、各家庭で実践するように努めまし

ょう。 
 学習・実践しながら、担当者に相談をしながら進めましょう。 
 親セミナーに参加している参加者は、月に 1 度は家庭教育部長、家庭部長を中心に集ま

り、証し会や質疑応答の場を設けるとよいでしょう。 
 映像学習がどうしても難しい場合は、「通い合う親子の心」を拝読して学習しましょう。 
 父母交流を始める時までには、「親セミナー」10 項目の学習を終えるようにしてくださ

い。 
 「親セミナー」10 項目をすべて学習し終えたら、チェックシート（提出用）に必要項目

を記入して、教会の家庭教育部長、もしくは、それに準ずる担当者に提出してください。

チェックシートは家庭教育部長が保管しておきます。 
 家庭教育プログラム実践ノートは、各親が大切に保管しながらその後の教育の資料とし

てください。 
 各自が、「実践ノート」を持ちながら学習・実践を進めながら記入していきましょう。 
 
 
（二）「親セミナー」から「親子セミナー」へ向かう 
 親セミナーの学習・実践をしながら、子女と向き合い、親子セミナーに、親子で参加でき

るように努めましょう。 
 「親子セミナー」を行う目的は、１）親子の関係を深める、２）親子共に祝福へ向かう

準備をする、３）教会への信頼を確立する、などです。 
 「親セミナー」10 項目の内、少なくても講座①②④⑩を学習・実践をして、親子セミナ

ーに参加しましょう。 
 1 泊 2 日の親子セミナー、もしくは、1 日セミナーを 2 度（前半、後半）参加します。 
 親子セミナーへの参加がどうしても難しい場合は、「通いはじめる親子の心」を親子で

拝読してよく交流し、親子で感想文を書いて提出してください。 



　家庭教育プログラム・チェックシート

教会 氏名

学習項目 学習の日 実践 感想文 備考
1 家庭時代の意識改革
2 真の親になる四つのポイント１
3 真の親になる四つのポイント２
4 私の根っこは「親子関係」
5 心の枠をなくす
6 幸せな家庭へ
7 「一時停止」と「思いの電車」
8 信頼を預け入れる生活
9 個人的関心を持つ

10 共感的聴き方をする

※「学習の日」＝学習した日を記録する ○年○月○日

※「実践」＝○よくできた。△普通にできた。×できなかった。

※「感想文」＝○書いた。×書いていない。



（１） 目的 

①親の信仰の強化・成熟 

②親の責任（教育・祝福）の自覚 

③家庭の関係性強化の実践 

（２） スケジュール 

１）聖歌、家庭盟誓、祈祷 

３）講義（１コマ～２コマ）、講義 or ＤＶＤ 

４）ディスカッション（講義の感想、意見、質問） 

２）前回からの実践の証、報告、など 

５）家庭での実践内容を決める、報告祈祷 

６）感想文、実践内容 

親セミナー教育内容と流れ 



家庭教育プログラム・実践ノート

 教会 氏名 

学習項目＝

＜学習した感想、自覚できたこと＞

＜実践項目＞

＜実践した感想＞

学習日

学習項目＝ 学習日

＜学習した感想、自覚できたこと＞

＜実践項目＞

＜実践した感想＞



家庭教育プログラム・実践ノート

 教会 氏名 

学習項目＝

＜学習した感想、自覚できたこと＞

＜実践項目＞

＜実践した感想＞

学習日

学習項目＝ 学習日

＜学習した感想、自覚できたこと＞

＜実践項目＞

＜実践した感想＞



家庭教育プログラム・実践ノート

 教会 氏名 

学習項目＝

＜学習した感想、自覚できたこと＞

＜実践項目＞

＜実践した感想＞

学習日

学習項目＝ 学習日

＜学習した感想、自覚できたこと＞

＜実践項目＞

＜実践した感想＞



家庭教育プログラム・実践ノート

 教会 氏名 

学習項目＝

＜学習した感想、自覚できたこと＞

＜実践項目＞

＜実践した感想＞

学習日

学習項目＝ 学習日

＜学習した感想、自覚できたこと＞

＜実践項目＞

＜実践した感想＞



家庭教育プログラム・実践ノート

 教会 氏名 

学習項目＝

＜学習した感想、自覚できたこと＞

＜実践項目＞

＜実践した感想＞

学習日

学習項目＝ 学習日

＜学習した感想、自覚できたこと＞

＜実践項目＞

＜実践した感想＞



　家庭教育プログラム・チェックシート(提出用）

教会 　氏名

学習項目 学習の日 実践 感想文 備考
1 家庭時代の意識改革
2 真の親になる四つのポイント１
3 真の親になる四つのポイント２
4 私の根っこは「親子関係」
5 心の枠をなくす
6 幸せな家庭へ
7 「一時停止」と「思いの電車」
8 信頼を預け入れる生活
9 個人的関心を持つ

10 共感的聴き方をする

※「学習の日」＝学習した日を記録する ○年○月○日

※「実践」＝○よくできた。△普通にできた。×できなかった。

※「感想文」＝○書いた。×書いていない。

全体の感想文　（ 年　　月　　日）

＜感想と気づき＞

＜実践した感想と乗り越えたことと課題＞

認証者名＝ 　　（　　月　　日）

※チェックシート（提出用）は、教会の家庭教育部長が保管しておく。
※家庭教育プログラム実践ノートは各親が大切に保管しておく。
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